
www.town.niyodogawa.lg.jp/

▲仁淀川町公式サイト

仁淀ブルーに会える町

ストーリー制作 ： 高知インディーズマガジン



　
仁
淀
川
町
は
高
知
県
の
北
西

部
、清
流
仁
淀
川
の
上
流
域
に

位
置
し
、高
知
市
か
ら
は
45
㎞
、

車
で
約
１
時
間
10
分
の
距
離
で

す
。ま
た
、広
域
的
に
見
る
と
高

知
市
と
松
山
市
の
中
間
に
位
置

し
、両
市
を
結
ぶ
国
道
33
号
や

国
道
439
号
が
交
差
す
る
地
域
で

あ
り
、北
に
四
国
山
地
、東
西
に

仁
淀
川
が
横
断
す
る
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

　
町
内
を
流
れ
る
仁
淀
川
は
、

愛
媛
県
久
万
高
原
町
に
源
を
発

し
、長
者
川
、中
津
川
、土
居
川

な
ど
数
多
く
の
支
流
を
集
め
な

が
ら
太
平
洋
へ
注
ぎ
込
ん
で
い

ま
す
。

　
地
形
は
全
体
的
に
険
し
く
、

仁
淀
川
本・支
流
の
川
沿
い
に
深

く
Ｖ
字
型
を
し
た
峡
谷
が
多
い

た
め
平
地
は
少
な
く
、町
の
総

面
積
の
約
89
％
は
山
林
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
集
落
は
川
沿
い
や
緑
深
い
山

麓
の
標
高
１
０
０
〜
７
０
０
m
に

点
在
、豊
か
な
森
と
水
の
恵
み

を
活
か
し
た
茶
業
や
林
業
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
里
山
産
業
を

営
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
０
５（
平
成
17
）年
８
月

１
日
に
地
理
的
・
歴
史
的
に
も
つ

な
が
り
の
深
い
３
町
村（
旧
吾
川

郡
池
川
町
、吾
川
村
、旧
高
岡

郡
仁
淀
村
）が
合
併
し
て
誕
生

し
た
町
で
す
。

仁
淀
川
町
紹
介

あ
が
わ
ぐ
ん 

に
よ
ど
が
わ
ち
ょ
う

吾
川
郡

高
知
県

仁淀川町の概要

高知市と松山市のほぼ中間、
北に四国山地、東西に仁淀川が横断

町の位置町の位置

総面積333㎞2

東西に16㎞、南北に29㎞

町の面積町の面積

山林89.3％、農用地2.7％、道路0.5％、
住宅地0.4％、その他7.1％

土地の利用状況土地の利用状況

標高100～1800mの山間地。
集落は川沿いまたは山麓に点在

地　形地　形

約3,000mm（池川・高知地方気象台
「平成27年高知県の気象」）

年間降水量年間降水量

仁淀川及びその支流
（長者川・中津川・土居川他）

主要な河川主要な河川

5,551人（平成27年国勢調査）
人　口人　口

2,778世帯（平成27年国勢調査）
世帯数世帯数

農業、林業、鉱業
主な産業主な産業
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地
域
を
支
え
る
大
切
な
産
業
と
し
て
、再
生
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
た
林
業
。

仁
淀
川
町
は
人
を
受
け
入
れ
、育
て
、「
生
き
た
林
業
」を
構
築
し
ま
す
。

　
森
林
が
89
％
を
占
め
る
仁
淀
川

町
で
は
、こ
れ
ま
で
半
世
紀
以
上
か

け
て
育
て
て
き
た
森
林
を
生
か
す

た
め
の
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
創
っ
て
い

ま
す
。か
つ
て
、戦
後
の
世
代
が
子

孫
に
希
望
を
託
し
て
植
え
た
森
林

は
、価
格
の
低
迷
で
手
入
れ
も
行

き
渡
ら
ず
、地
域
の
過
疎
化
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、山
の
経

営
戦
略
も
ま
た
、進
化
し

た
の
で
す
。そ
の
資
源
を

把
握
し
て「
売
れ
る
」仕

組
み
を
考
え
、設
備
や
マ

シ
ン
に
投
資
し
、移
住
者

を
呼
び
込
み
、担
い
手
を

育
成
し
て
い
ま
す
。町
内

に
は
大
規
模
な
製
材・加
工
場
が
建

設
さ
れ
、供
給
量
を
増
や
す
こ
と
は

差
し
迫
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。ま
た

県
内
に
も
大
規
模
な
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
工
場
が
建
設
さ
れ
、低
価
格

で
の
取
引
が
行
わ
れ
て
き
た
林
地

残
材
等
が
安
定
し
た
高
値
で
の
取

引
を
始
め
て
お
り
、今
後
の
林
業

を
立
て
直
す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス（
転

換
期
）を
迎
え
て
い
ま
す
。

林
業
研
修
を
受
け
て
、人
生
変
え
よ
う

山
の
資
源
が

役
立
つ
時
代
へ

仁淀川町役場 産業建設課
林業振興係長　奥田 誠さん

StoryStory
「山で食べていく」、
仁淀川町。
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そ
こ
で
、仁
淀
川
町
が
県
内
で
も

先
進
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

平
成
28
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
林
業
研
修
生
制
度
」で
す
。意
欲

の
あ
る
若
い
人
材
を
全
国
か
ら
募

集
し
て
い
ま
す
。経
験
は
不
問
、ゼ
ロ

か
ら
技
術
を
身
に
付
け
て
移
住・定

住
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。研
修
生
は
町

内
の
住
宅
を
紹
介
さ
れ
、手
当
を
得

な
が
ら
１
年
か
け
て
実
践
的
に
林

業
を
学
べ
る
仕
組
み
で
す
。

　
研
修
生
は
研
修
を
終
え
る
と
、

担
い
手
と
し
て
研
修
先
の
事
業
体

や
森
林
組
合
な
ど
へ
就
職
し
て
、町

に
定
住
し
て
い
ま
す
。山
の
仕
事
を

す
る
事
業
者
に
は
、自
伐
林
家
と

呼
ば
れ
る
小
規
模
経
営
の
林
業
家

と
、集
約
型
の
事
業
体
が
あ
る
の
で

す
が
、仁
淀
川
町
の
場
合
は
、事
業

体
が
主
体
で
す
。町
で
は
こ
の
制
度

を
４
年
間
続
け
、毎
年
５
名
の
担
い

手
を
育
成
し
、町
内
の
各
事
業
体

に
作
業
班
を
増
や
し
て
い
く
計
画

で
す
。

　
研
修
中
は
、制
度
の
母
体
と
なって

い
る
仁
淀
川
林
産
協
同
組
合
か
ら
、

他
の
事
業
体
へ
実
践
的
な
研
修
に
行

って
い
た
だ
き
ま
す
。山
で
間
伐
や
搬

出
な
ど
の
作
業
を
す
る
の
は
、３
人
の

チ
ー
ム
が
単
位
と
な
り
ま
す
。林
業
マ

シ
ン
の
導
入
と
無
線
な
ど
に
よ
って
、

少
人
数
で
も
作
業
は
効
率
的
。研
修

中
に
重
機
類
の
運
転
免
許
も
取
得

し
、作
業
道
を
開
く
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。研
修
生
か
ら
は

「
間
伐
を
し
た
後
、暗
かっ
た
山
に
光

が
射
し
て
く
る
の
を
見
る
と
、達
成

感
が
あ
る
」と
いっ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
現
場
で
学
ぶ
こ
と
は
本
当
に
多

く
、そ
れ
が一生
の
財
産
に
な
り
、必

要
と
さ
れ
る
仕
事
で
す
。林
業
と
研

修
制
度
に
興
味
を
持
た
れ
た
ら
、ま

ず
は
視
察・体
験
か
ら
、気
軽
に
声

を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

移
住
・
就
職
し
て

人
生
設
計
を

チ
ー
ムワ
ー
ク
と
達
成
感

■
募
集
人
員

18
歳
以
上
、性
別
、経
験
不
問

第
２
期
生
５
名

（
研
修
期
間 
： 
Ｈ
29
年
４
月

〜
Ｈ
30
年
３
月
）

第
３
期
生
５
名

（
研
修
期
間 

： 

Ｈ
30
年
４
月

〜
Ｈ
31
年
３
月
）

第
４
期
生
５
名

（
研
修
期
間 

： 

Ｈ
31
年
４
月

〜
Ｈ
32
年
３
月
）

■
選
考
方
法

視
察
、体
験
事
業
に
参
加
の
上
選
考

■
応
募
条
件

研
修
期
間
１
年
間
仁
淀
川
町
に
居
住

で
き
る
方

研
修
終
了
後
２
年
間
、町
内
の
林
業

事
業
体
に
勤
務
で
き
る
方

■
募
集
日
程

■
研
修
サ
ポ
ー
ト

①
視
察
、体
験
時
は
交
通
費（
上
限

２
万
円
）及
び
仁
淀
川
町
内
で
の
宿

泊
費
を
負
担

②
研
修
期
間
１
年
間
は
１
カ
月
15
万

円（
各
種
税
、保
険
等
控
除
前
）の
手

当
を
支
給

③
研
修
期
間
１
年
間
の
住
居
は
仁
淀

川
町
内
の
空
き
家
を
無
料
で
貸
与

④
研
修
終
了
後
は
町
内
の
林
業
事

業
体
へ
就
業

（
問
い
合
わ
せ
先
）

仁
淀
川
町
役
場 

産
業
建
設
課

０
８
８
９-

３
５-

１
０
８
３

２
泊
３
日
で

現
場
の
視
察
、体
験

研
修
レ
ポ
ー
ト
提
出

及
び
面
談

仁
淀
川
町
林
業
家
育
成

研
修
事
業
参
加
申
請
書
提
出

選
　
考

合
格
発
表

視
察
、体
験
事
業

参
加
申
込
み
書
提
出

林
業
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

現
在
の
仁
淀
川
町
の
林
業
は
40
〜
60
年
前
に
植
林
さ
れ
た
山
が
間
伐
期

に
入
っ
て
お
り
、年
間
を
通
じ
た
間
伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
、県
、町
か
ら
補
助
金
も
出
て
お
り
、林
業
で
生
計
を
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

林業研修生制度

地権者の同意を得る

効率的な間伐作業が進められるよう、
周囲の同意書を集め、森林経営計画
を作成し、団地化を進める。

国土調査図を基に、森林所有者から
境界の確認や、山林の現況調査を実
施する同意を得る。

森林所有者が施業プランを了承する。

玉切り

作業道を作る

運び出し

伐採

1 2

3 4
団地化された森
林は間伐すると
ころを決めると、
平均的な場所の
樹高、胸高直径、
本数等を調査し、
森林所有者に施
業プランを提案
する。

決められた長さ
に切る。木の相
場によって切る
長さは変わる。

5 6

7
8

伐採する
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研
修
期
間 

： 

Ｈ
30
年
４
月

〜
Ｈ
31
年
３
月
）

第
４
期
生
５
名

（
研
修
期
間 

： 

Ｈ
31
年
４
月

〜
Ｈ
32
年
３
月
）

■
選
考
方
法

視
察
、体
験
事
業
に
参
加
の
上
選
考

■
応
募
条
件

研
修
期
間
１
年
間
仁
淀
川
町
に
居
住

で
き
る
方

研
修
終
了
後
２
年
間
、町
内
の
林
業

事
業
体
に
勤
務
で
き
る
方

■
募
集
日
程

■
研
修
サ
ポ
ー
ト

①
視
察
、体
験
時
は
交
通
費（
上
限

２
万
円
）及
び
仁
淀
川
町
内
で
の
宿

泊
費
を
負
担

②
研
修
期
間
１
年
間
は
１
カ
月
15
万

円（
各
種
税
、保
険
等
控
除
前
）の
手

当
を
支
給

③
研
修
期
間
１
年
間
の
住
居
は
仁
淀

川
町
内
の
空
き
家
を
無
料
で
貸
与

④
研
修
終
了
後
は
町
内
の
林
業
事

業
体
へ
就
業

（
問
い
合
わ
せ
先
）

仁
淀
川
町
役
場 

産
業
建
設
課

０
８
８
９-

３
５-

１
０
８
３

２
泊
３
日
で

現
場
の
視
察
、体
験

研
修
レ
ポ
ー
ト
提
出

及
び
面
談

仁
淀
川
町
林
業
家
育
成

研
修
事
業
参
加
申
請
書
提
出

選
　
考

合
格
発
表

視
察
、体
験
事
業

参
加
申
込
み
書
提
出

林
業
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

現
在
の
仁
淀
川
町
の
林
業
は
40
〜
60
年
前
に
植
林
さ
れ
た
山
が
間
伐
期

に
入
っ
て
お
り
、年
間
を
通
じ
た
間
伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
、県
、町
か
ら
補
助
金
も
出
て
お
り
、林
業
で
生
計
を
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

林業研修生制度

地権者の同意を得る

効率的な間伐作業が進められるよう、
周囲の同意書を集め、森林経営計画
を作成し、団地化を進める。

国土調査図を基に、森林所有者から
境界の確認や、山林の現況調査を実
施する同意を得る。

森林所有者が施業プランを了承する。

玉切り

作業道を作る

運び出し

伐採

1 2

3 4
団地化された森
林は間伐すると
ころを決めると、
平均的な場所の
樹高、胸高直径、
本数等を調査し、
森林所有者に施
業プランを提案
する。

決められた長さ
に切る。木の相
場によって切る
長さは変わる。

5 6

7
8

伐採する
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最
新
マ
シ
ン

間
伐
は
森
を
守
り

地
域
を
守
り

木
の
品
質
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る

大
事
な
作
業
な
ん
だ

原木は共同販売を行
う仁淀川林産協同組
合に集められる。

等級（Ａ～Ｃ材）の基準は原木の太さ、歪みがないかなどで選木される。

製材所に持ち込まれ、
建設用資材として使用

集成材や合板用として使用 バイオマス発電用の原料と
しての出荷や、木質ペレット
用のチップとして使用

9

10

A材 B材 C材

選木する

ハーベスタ
伐採、枝打ち、
玉切りがこの
マシン1台で

国土情報内蔵GPS
フィールドコントローラー
調査の時、地図を広げても
自分の位置がわからない
ときにこれ！

グラップル付き
フォワーダ
キャリアダンプ自体にアームが付い
て作業効率アップ※ARで動くハーベスタが見られます。
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